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字
を
「
略
法
華
経
」
で
あ
る
と
重

視
さ
れ
「
過
去
の
不
軽
菩
薩
は
今

の
日
蓮
、
今
の
日
蓮
は
過
去
の
不

軽
菩
薩
」
と
仰
せ
ら
て
い
ま
す
。

　

平
成
三
十
三
年
二
月
十
六
日

は
、
宗
祖
日
蓮
大
聖
人
が
ご
誕
生

に
な
ら
れ
て
よ
り
八
百
年
の
記
念

す
べ
き
年
を
迎
え
ま
す
。

　

私
は
、
三
年
程
前
よ
り
ご
降
誕

八
百
年
の
記
念
す
べ
き
日
に
む
か

っ
て
八
百
万
遍
の
お
題
目
修
行
を

誓
願
し
実
行
さ
せ
て
頂
い
て
お
り

ま
す
。
自
坊
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が

月
に
一
度
の
身
延
山
・
小
湊
誕
生

寺
蓮
華
が
渕
や
ご
本
山
や
ご
寺
院

さ
ま
等
で
唱
え
さ
せ
て
頂
い
て
お

り
ま
す
。

　

お
題
目
の
功
徳
、
合
掌
に
込
め

ら
れ
た
深
い
心
に
思
い
を
寄
せ
な

が
ら
胸
に

は
家
族
の

数
の
倶
生

神
月
守
を

し
っ
か
り

と
着
帯
し

唱
え
さ
せ

て
頂
い
て

お
り
ま
す
。
ど
う
ぞ
聖
徒
の
皆
さ

ま
も
自
ら
誓
願
を
御
た
て
下
さ
り

願
い
の
成
就
に
向
け
て
倶
生
神
月

守
を
着
帯
し
合
掌
し
お
題
目
を
御

唱
え
下
さ
い
。

　

本
年
十
月
二
十
日
（
土
）
二
十

一
日
（
日
）
第
五
十
三
回
身
延
大

会
で
全
国
の
聖
徒
の
皆
さ
ま
と
共

に
心
ゆ
く
ま
で
お
題
目
を
御
唱
え

い
た
し
ま
し
ょ
う
。

合
掌

　

真
浄
寺
は
、
縄
文
時
代
の
火
炎

土
器
が
発
掘
さ
れ
た
関
原
丘
陵
の

閑
静
な
町
に
在
る
。
百
四
年
前
に

堀
之
内
妙
法
寺
第
二
十
九
世
武
見

日
恕
上
人
が
両
親
供
養
と
法

華
経
流
布
を
発
願
し
、
廃
仏

毀
釈
が
激
し
い
時
代
の
中
で

建
立
さ
れ
た
。
昨
年
に
は
日

恕
上
人
百
回
忌
法
要
と
第
二

世
紀
の
船
出
を
期
す
慶
讃
事

業
を
奉
行
し
た
。
立
正
大
学

名
誉
教
授
中
尾
尭
先
生
と
共

に
日
恕
上
人
の
調
査
が
現
在

も
続
い
て
い
る
。

　

武
見
団
長
の
師
父
で
あ
る

先
代
住
職
は
、
二
女
を
オ
ー

ト
バ
イ
に
乗
せ
て
送
迎
途
中

に
事
故
に
遭
い
、
二
人
と
も

帰
ら
ぬ
人
と
な
っ
た
。
そ
の

時
、
武
見
団
長
は
身
延
山
に
て
信

行
道
場
の
修
行
中
で
あ
り
、
朝
勤

の
最
中
で
あ
っ
た
。
事
故
の
同
時

刻
に
落
雷
に
打
た
れ
た
様
な
衝
撃

が
体
中
に
走
っ
た
と
い
う
。以
来
、

魂
の
存
在
を
信
じ
、
お
釈
迦
様
・

日
蓮
大
聖
人
の
教
え
を
体
現
す
る

住
職
を
目
指
し
現
在
に
至
る
。

　

昭
和
四
十
八
年
三
月
よ
り
、
そ

の
年
の
大
荒
行
を
成
満
さ
れ
た
僧

侶
を
招
き
、
師
父
と
妹
の
供
養
と

事
故
・
災
害
か
ら
の
加
護
と
安
泰

を
祈
念
す
る
鬼
子
母
神
交
通
安
全

祈
祷
会
を
始
め
た
。
雪
上
に
作
ら

れ
た
水
行
場
で
の
水
行
は
、
雪
国

新
潟
の
春
を
告
げ
る
行
事
と
な
っ

て
い
る
。 

　

ま
た
、
親
戚
で
あ
る
末
吉
觀
道

上
人
の
勧
め
で
霊
断
師
に
な
る
こ

と
を
決
意
す
る
。
一
級
霊
断
師
に

な
り
霊
断
で
の
指
導
を
行
い
な
が

ら
、現
在
も
研
鑽
を
深
め
て
い
る
。

　

毎
月
の
盛
運
祈
願
会
で
は
、
真

剣
な
読
経
で
聖
徒
と
共
に
、
倶
生

神
月
守
着
帯
者
の
御
守
護
を
願

う
。
祈
願
会
の
後
は
、
茶
話
会
を

開
催
し
各
自
が
持
ち
寄
っ
た
お
菓

子
で
語
ら
い
に
花
が
咲
く
。
聖
徒

と
共
に
体
験
や
思
い
を
話
合
っ
た

り
、『
よ
ろ
こ
び
』『
今
月
の
法
話
』

『
信
行

聖
典
』

を
題
材

に
学
び

合
っ
た

り
し
て

い
る
。

　

境
内

に
広
が

る
杉
苔
、

花
木
と

音
楽
を

楽
し
む

「
苔
庭
コ

ン
サ
ー

ト
」
も

四
十
回

を
数
え

た
。
い
つ
で
も
誰
で
も
目
と
耳
で

癒
さ
れ
る
お
寺
を
目
指
し
て
境
内

の
整
備
に
努
め
て
い
る
。

　

我
深
敬
汝
等
（
が
じ
ん
き
ょ
う

に
ょ
と
う
）【
わ
れ
ふ
か
く
な
ん

だ
ち
を
う
や
ま
う
】

　

不
敢
軽
慢
（
ふ
か
ん
き
ょ
う
ま

ん
）【
あ
え
て
き
ょ
う
ま
ん
せ
ず
】

　

所
依
者
何
（
し
ょ
い
し
ゃ
が
）

【
ゆ
え
は
い
か
ん
】

　

汝
等
皆
行
菩
薩
道
（
に
ょ
と
う

か
い
ぎ
ょ
う
ぼ
さ
つ
ど
う
）【
な

ん
だ
ち
み
な
ぼ
さ
つ
の
ど
う
を
ぎ

ょ
う
じ
て
】

　

當
得
作
佛（
と
う
と
く
さ
ぶ
つ
）

【
ま
さ
に
さ
ぶ
つ
す
る
こ
と
を
う

べ
し
】

　
『
妙
法
蓮
華
経
常
不
軽
菩
薩
品

第
二
十
』

　
「
私
は
深
く
あ
な
た
を
敬
い
ま

す
。
け
っ
し
て
軽
ん
じ
た
り
し
ま

せ
ん
。
な
ぜ
な
ら
あ
な
た
は
菩
薩

の
修
行
を
行
い
必
ず
悟
り
を
得

た
仏
さ
ま

に
な
ら
れ

る
か
ら
で

す
」

日
蓮
大
聖

人
さ
ま

は
、
こ
の

二
十
四
文

ア
ク
セ
ス
：
関
越
自
動
車
道
長
岡

イ
ン
タ
ー
よ
り
柏
崎
方
面
に
走
っ

て
五
分
、
ま
た
は
Ｊ
Ｒ
長
岡
駅
下

車
・
バ
ス
六
番
線
乗
車
二
十
五
分
・

関
原
三
丁
目
下
車
徒
歩
三
分
。
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全
国
の
聖
徒
団
を
訪
ね
て

誰
も
が
癒
さ
れ
る
お
寺
に

　
　
新
潟
県
長
岡
市
　
真
浄
寺
聖
徒
団

　
　
　
　
　
　
　
　
　
団
長
　
武
見
　
潮
裕

宗
祖
日
蓮
大
聖
人
ご
降
誕
八
百
年
に
む
け
て

日
蓮
宗
宗
会
議
長

日
蓮
宗
霊
断
師
会
連
合
会
副
会
長

千
葉
県
市
原
市
正
蓮
寺
聖
徒
団
長
　
大
塩
　
孝
信

第53回「身延大会」予告
平成30年10月20日(土)・21日(日)

今
年
の
身
延
大
会
は

十
月（
土
・
日
）に
開
催
!!

　
今
年
の
身
延
大
会（
第

五
十
三
回
大
会
）
に
参

加
を
予
定
す
る
聖
徒
団

の
皆
様
は
、
宿
泊
先
で

あ
る
宿
坊
・
旅
館
等
に

早
目
の
ご
予
約
を
お
願

い
致
し
ま
す
。

　
宿
泊
先
を
特
定
出
来

な
い
聖
徒
団
の
皆
様
は
、

『
日
蓮
宗
霊
断
師
会
・
九

段
事
務
所
』
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
下
さ
い
。

第
三
十
四
回
沙
弥
校

第
二
十
回
僧
風
林
　
開
催

七
月
二
十
四
日
〜
二
十
七
日

会
場
・
新
宿
感
通
寺

真浄寺開山 武見日恕上人

武見団長と聖徒さん40回目の苔庭コンサート

荒行僧による雪中水行

真浄寺本堂と枝垂れ桜

1men.indd   1 2019/09/24   17:13:44
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五
月
三
日
、
本
会
終
身
名
誉
会
長

新
間
智
雄
僧
正
こ
と
本
妙
山
感
通
寺

第
二
十
一
世
常
珖
院
日
良
上
人
が
遷

化
さ
れ
ま
し
た
。
十
一
日
午
後
六
時

通
夜
、
翌
十
二
日
午
前
十
一
時
本
葬

儀
が
御
自
坊
の
感
通
寺
様
に
て
、
大

導
師
に
総
本
山
身
延
山
久
遠
寺
総

務
・
全
国
潮
師
法
縁
法
縁
長
・
本
山

谷
中
瑞
輪
寺
貫
首
井
上
日
修
猊
下
、

副
導
師
に
大
本
山
京
都
妙
顕
寺
貫
首

及
川
日
周
猊
下
、
本
山
京
都
本
法
寺

貫
首
瀬
川
日
照
猊
下
に
よ
り
厳
粛
に

奉
行
さ
れ
ま
し
た
。
通
夜
本
葬
儀
に

は
霊
断
師
会
連
合
会
か
ら
末
吉
觀
道

会
長
を
始
め
、
終
身
名
誉
顧
問
吉
田

亮
善
上
人
、
霊
断
院
院
長
建
光
行
上

人
、
副
会
長
大
塩
孝
信
上
人
、
芝
﨑

惠
應
上
人
、本
部
長
天
野
行
淳
上
人
、

副
本
部
長
蔵
本
知
宏
上
人
、
霊
断
院

副
院
長
野
澤
壯
監
上
人
、
各
部
長
、

課
長
、
本
部
員
、
理
事
等
、
有
縁
の

各
聖
が
多
数
参
列
下
さ
い
ま
し
た
。

　
新
間
上
人
は
、
昭
和
四
十
年
創
祖

行
道
院
日
煌
上
人
に
よ
る
最
後
の
相

伝
講
習
会
を
受
講
さ
れ
て
創
祖
の
謦

咳
に
接
し
、
第
五
期
新
日
蓮
教
学
研

究
室
に
お
け
る
研
鑚
を
経
て
、
日
蓮

大
聖
人
の
思
想
信
条
と
信
仰
の
真
義

に
魅
せ
ら
れ
、
長
年
祖
道
興
隆
と
本

会
発
展
の
為
に
尽
力
し
て
来
ら
れ
ま

し
た
。
常
に
人
材
養
成
を
モ
ッ
ト
ー

と
し
、
時
に
厳
し
く
、
ま
た
時
に
人

情
味
に
あ
ふ
れ
て
涙
も
ろ
く
、
熱
き

思
い
を
傾
け
な
が
ら
多
く
の
優
れ
た

霊
断
師
を
育
て
て
下
さ
い
ま
し
た
。

　
今
日
、
霊
断
師
会
連
合
会

が
健
全
に
存
在
し
、
有
意
義

な
活
動
を
続
け
ら
れ
る
の

も
、
ひ
と
え
に
新
間
上
人
の

熱
意
あ
ふ
れ
る
叱
咤
激
励
あ

っ
て
の
も
の
で
す
。
昨
年
十

月
に
住
職
を
退
か
れ
て
後
、

徐
々
に
体
調
を
崩
さ
れ
る
に

至
り
、
寺
族
の
皆
さ
ま
の
手

厚
い
看
護
と
孝
養
の
心
に
包

ま
れ
な
が
ら
安
祥
と
し
て
化

を
他
土
に
遷
さ
れ
ま
し
た
。

本
会
へ
の
多
大
な
法
功
と
貢

献
に
対
し
、
衷
心
よ
り
感
謝

申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、
増

円
妙
道
を
お
祈
り
い
た
し
ま

す
。

　
五
月
一
日
、
島
根
県
大
慶
寺
聖
徒

団(
文
谷
孝
順
団
長)

に
お
い
て
、

岡
田
法
弘
師(

島
根
県
為
久
寺
聖
徒

団
長
・
本
部
聖
徒
部
員)

を
講
師
に
、

五
十
名
の
参
加
者
の
中
、
一
日
伝
道

が
開
催
さ
れ
た
。
こ
の
日
は
雲
一
つ

な
い
快
晴
。
少
し
汗
ば
む
陽
気
の
中

で
法
話
が
始
ま
っ
た
。
岡
田
師
は
持

ち
前
の
ユ
ー
モ
ア
を
交
え
た
話
し
ぶ

り
で
、
参
加
者
も
笑
顔
が
多
く
あ
っ

た
が
、
自
分
自
身
が
学
生
時
代
素
行

不
良
で
あ
っ
た
が
大
き
な
仏
縁
に
よ

っ
て
僧
侶
の
道
が
開
け
た
と
い
う
体

験
談
を
話
し
、
ど
ん
ど
ん
話
に
引
き

込
ま
れ
て
い
っ
た
。

　「
皆
が

大
き
な
仏

縁
を
い
た

だ
い
て
生

き
て
い

る
。
そ
の

大
切
さ
を

教
え
て
く

れ
る
の
が

倶
生
神
月

守
」「
霊

断
布
教
に

よ
り
一
人

で
も
多
く

の
方
が
お
題
目
を
唱
え
幸
せ
に
な
っ

て
頂
き
た
い
」と
力
強
く
話
す
姿
に
、

参
加
者
は
一
様
に
心
を
動
か
さ
れ
た

様
子
で
あ
っ
た
。「
お
題
目
の
大
切

さ
、縁
の
大
切
さ
を
痛
感
し
た
」「
楽

し
さ
も
あ
り
心
に
響
く
言
葉
も
あ
り

感
動
し
た
」「
も
っ
と
た
く
さ
ん
の

人
、
特
に
若
者
に
聞
い
て
欲
し
い
話

だ
っ
た
」
な
ど
、
多
く
の
参
加
者
が

今
後
良
い
仏
縁
を
弘
め
て
い
っ
て
く

れ
る
予
感
が
す
る
、
素
晴
ら
し
い
一

日
伝
道
と
な
っ
た
。

 

（
島
根
県
通
信
員
　
橘
亮
光
）

　
五
月
六
日
（
日
）
富
山
県
富
山
市

の
利
生
寺
に
於
い
て
、
清
道
衆
講
習

会
が
開
催
さ
れ
た
。

　
利
生
寺
聖
徒
団
（
末
吉
觀
道
団

長
）、
本
證
寺
聖
徒
団
（
櫻
栄
亮
介

団
長
）、
本
行
寺
聖
徒
団
（
櫻
栄
優

一
団
長
）、
真
浄
寺
聖
徒
団
（
武
見

潮
裕
団
長
）
四
ヶ
寺
合
同
。

　
講
師
は
吉
田
憲
由
講
師
（
教
宣
部

出
版
課
長
）、
阪
口
映
徳
講
師
（
総

務
部
総
務
課
長
）
を
迎
え
て
の
講
習

会
と
な
っ
た
。

　
講
師
の
自
己
紹
介
と
体
験
談
を
基

に
テ
キ
ス

ト
と
同
時

に
話
が
進

行
し
、「
幸

福
へ
の

道
」「
積

善
の
功

徳
」「
聖

徒
の
使
命
」
を
テ
ー
マ
に
、『
我
々

の
「
御
縁
」
の
大
切
さ
を
偶
然
で
は

無
く
、
教
わ
る
た
め
に
つ
な
が
っ
て

い
る
と
い
う
こ
と
。
こ
れ
ら
の
縁
を

「
時
薬
」
と
し
て
、
改
め
て
沢
山
の

御
縁
が
あ
っ
た
こ
と
を
、
我
々
が
感

じ
な
が
ら
、
日
常
を
生
か
せ
て
頂
き

ま
し
ょ
う
』
と
、
約
三
時
間
に
渡
っ

て
の
講
義
と
な
っ
た
。

　
御
題
目
を
お
唱
え
し
、「
仏
縁
」

の
大
切
さ
と
共
に
、三
大
秘
法
の「
祈

り
」「
悟
り
」「
行
い
」
を
実
践
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
を
改

め
て
自
覚
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

 

（
富
山
県
通
信
員
　
櫻
栄
亮
介
）

―
― 

感 

想 

文 

―
―

　
　
　
　
　
　
　
富
山
県
小
矢
部
市

　
　
　
　
　
　
　
本
行
寺
聖
徒
団

　
　
　
　
　
　
　
　
掛
作
芳
昭
さ
ん

　
今
回
、
櫻
栄
優
一
住
職
か
ら
お
誘

い
を
受
け
、
初
め
て
清
道
衆
聖
徒
講

習
会
に
参
加
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

　
元
よ
り
凡
人
の
私
に
と
っ
て
講
師

の
方
々
の
お
話
を
聞
い
て
す
ぐ
に
理

解
が
出
来
る
も
の
と
は
思
っ
て
い
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
お
話
の
中
で
身
近

に
感
じ
ら
れ
た
項
目
が
二
点
あ
り
ま

し
た
。

　
一
つ
が
倶
生
神
月
守
の
お
話
と
、

も
う
一
つ
が
お
題
目
を
唱
え
る
こ
と

の
意
味
と
目
的
で
し
た
。

　
特
に
お
題
目
を
唱
え
る
こ
と
が
祈

り
・
悟
り
・
行
い
の
意
味
を
持
ち
、

自
分
の
み
な
ら
ず
皆
で
一
緒
に
幸
せ

に
な
る
よ
う
行
動
す
る
の
が
日
蓮
宗

の
教
え
だ
と
い
う
お
話
は
勉
強
に
な

り
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
富
山
県
富
山
市

　
　
　
　
　
　
　
利
生
寺
聖
徒
団

　
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
安
司
さ
ん

　
妻
と
共
に
、
大
勢
の
聖
徒
が
受
講

さ
れ
る
厳
粛
な
雰
囲
気
の
中
、
皆
様

と
共
に
心
張
り
詰
め
る
気
持
ち
で
拝

聴
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

　
吉
田
講
師
か
ら
は
、
長
い
人
生
を

悔
い
な
く
過
ご
す
力
を
養
う
た
め
に

倶
生
神
月
守
を
着
帯
し
、
お
題
目
を

唱
え
御
守
護
を
頂
き
、
更
に
人
生
の

よ
ろ
こ
び
を
他
人
に
弘
め
る
役
目
の

大
切
さ
と
、
そ
の
こ
と
が
自
分
自
身

を
豊
か
に
す
る
こ
と
を
ご
教
示
頂
き

ま
し
た
。

　
ま
た
、
総
和
の
理
想
社
会
を
創
る

活
動
に
付
き
ま
し
て
も
熱
く
説
か
れ

ま
し
た
。
団
長
上
人
を
補
佐
し
て
敬

い
信
頼
の
念
を
抱
け
る
聖
徒
団
を
創

る
こ
と
、
そ
し
て
総
和
の
理
想
社
会

を
作
る
努
力
を
怠
ら
ず
励
み
、
お
互

い
に
良
い
人
生
を
過
ご
す
こ
と
を
心

か
ら
願
う
こ
と
を
ご
教
示
頂
き
ま
し

た
。

　
阪
口
講
師
は
、
善
行
を
積
み
重
ね

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
自
分
自
身
の
み

な
ら
ず
、
子
孫
ま
で
幸
福
が
そ
の
報

い
と
し
て
や
っ
て
く
る
こ
と
か
ら
善

行
を
積
む
必
要
性
を
力
説
さ
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
回
向
供
養
の
作
法
や
形

態
な
ど
を
具
体
的
に
分
か
り
易
く
教

え
て
頂
き
ま
し
た
。

　
両
講
師
の
生
い
立
ち
、
現
在
に
至

る
ま
で
の
経
験
、
世
情
を
通
じ
た
辛

苦
を
忍
ん
で
の
努
力
、
自
分
を
豊
か

に
し
て
き
た
プ
ロ
セ
ス
を
笑
い
を
交

え
、
興
味
を
惹
く
話
し
ぶ
り
に
、
深

く
感
動
し
涙
す
る
思
い
で
し
た
。
恥

ず
か
し
な
が
ら
こ
れ
か
ら
は
、
小
生

も
妻
と
共
に
、
年
齢
に
相
応
し
た
、

心
が
豊
か
に
な
る
よ
う
に
信
仰
に
励

ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
新
潟
県
長
岡
市

　
　
　
　
　
　
　
真
浄
寺
聖
徒
団

　
　
　
　
　
　
　
　
遠
藤
雄
三
さ
ん

　
こ
の
度
、
初
め
て
清
道
衆
聖
徒
講

習
会
に
参
加
す
る
こ
と
が
出
来
た
の

は
、
日
頃
よ
り
ご
指
導
頂
い
て
い
る

武
見
団
長
の
お
陰
で
す
。
受
講
の

前
後
共
に
感

謝
の
気
持
ち

で
一
杯
で
し

た
。
会
場
の

利
生
寺
様
の

本
堂
で
は
大

勢
の
聖
徒
の

方
々
と
共
に

学
び
合
え
る

喜
び
を
感
じ

ま
し
た
。

　
私
が
一
番

心
に
残
っ
た

こ
と
は
「
お

題
目
の
信
仰

と
は
自
分
勝
手
な
祈
り
や
悟
り
で
は

な
く
、
大
勢
の
人
と
喜
び
合
え
る
悟

り
・
大
勢
の
人
と
共
に
行
え
る
実
践
」

と
言
う
事
で
し
た
。

　
今
回
の
講
習
会
で
学
ん
だ
事
を
手

帳
に
書
き
記
し
、
忘
れ
な
い
よ
う
に

し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
介
護
の
仕
事

に
於
い
て
、
職
員
や
ご
利
用
者
が
共

に
喜
び
合
え
る
よ
う
に
頑
張
っ
て
い

き
た
い
で
す
。

　
参
加
さ
せ
て
頂
き
本
当
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
富
山
県
富
山
市

　
　
　
　
　
　
　
本
證
寺
聖
徒
団

　
　
　
　
　
　
　
本
多
美
恵
子
さ
ん

　
清
道
衆
聖
徒
講
習
会
に
行
き
、
倶

生
神
月
守
の
力
を
頂
き
、
日
々
是
精

進
の
気
持
ち
を
奮
い
立
た
せ
頑
張
っ

て
祈
り
、
悟
り
、
行
っ
て
い
ら
っ
し

ゃ
る
お
上
人
達
に
会
い
、
若
い
頃
の

自
分
に
会
っ
た
様
に
思
い
と
て
も
良

い
時
間
を
作
る
こ
と
が
出
来
ま
し

た
。
今
ま
で
少
々
病
気
に
な
る
こ
と

が
あ
り
ま
し
た
が
、
ご
先
祖
様
に
守

ら
れ
健
康
で
過
ご
す
こ
と
が
出
来
た

為
、
辛
い
事
、
悲
し
い
事
を
乗
り
越

え
心
の
財
産
を
作
る
こ
と
が
出
来
た

と
思
い
ま
す
。

　
楽
な
こ
と
よ
り
自
分
に
厳
し
い
事

が
あ
れ
ば
あ
る
ほ
ど
乗
り
越
え
た
時

に
自
分
の
心
が
豊
か
に
な
り
、
自
分

や
家
族
、
他
の
人
々
に
役
立
つ
人
間

で
あ
る
こ
と
が
、
自
分
が
生
き
て
き

た
証
に
な
る
と
思
い
ま
す
。
ど
れ
だ

け
年
を
重
ね
て
も
心
の
財
産
を
持
っ

て
人
生
を
生
き
る
こ
と
は
大
変
難
し

い
の
で
す
が
、
仏
様
、
先
祖
様
が
い

つ
も
見
守
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
と
思

い
精
進
し
一
日
一
日
大
切
に
善
根
功

徳
を
積
む
事
が
出
来
れ
ば
と
願
っ
て

い
ま
す
。

　
日
本
人
の
価
値
観
は
先
進
国
に
比

べ
て
財
力
、
物
欲
に
偏
り
す
ぎ
て
い

る
様
に
思
い
ま
す
が
、
心
の
財
産
を

倶
生
神
月
守
の
力
を
頂
き
、
自
分
の

力
で
作
る
事
が
生
き
て
い
る
限
り
、

無
く
な
る
事
が
無
い
大
切
な
財
産
で

あ
り
、
そ
の
姿
こ
そ
が
人
々
に
祈
り

を
弘
め
る
と
信
じ
て
い
ま
す
。

富
山
市利

生
寺
聖
徒
団

「
清
道
衆
講
習
会
」
開
催

島
根
県
大
慶
寺
聖
徒
団
で
一
日
伝
道



終
身
名
誉
会
長

新
間
智
雄
僧
正
　
本
葬
儀

大導師　身延山久遠寺総務　井上日修猊下

力強く語る岡田講師

法話を熱心に聴聞する聖徒さん

４聖徒団合同で講義を受ける

末吉会長から修了証が授与される

大勢の参列者が衷心より感謝を捧げる
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本
年
度
の
霊
断
師
養
成
講
習
会
が
、

五
月
十
四
日
よ
り
二
十
二
日
ま
で
身

延
山
智
寂
坊
を
会
場
に
開
催
さ
れ
た
。

受
講
生
は
、講
習
第
一
日
目
（
十
五
日
）

に
本
山
朝
勤
に
て
講
習
会
の
無
事
円

成
を
祈
念
し
た
後
、
第
三
日
目
（
十

七
日
）
の
昼
ま
で
教
学
の
研
鑽
に
励

ん
だ
。

　
十
七
日
午
後
か
ら
は
、
建
光
行
伝

主
、
末
吉
觀
道
伝
師
よ
り
九
識
霊
断
法

の
相
伝
を
受
け
る
と
、
最
終
日
ま
で
ひ

た
す
ら
霊
断
法
実
習
に
取
り
組
ん
だ
。

各
講
師
の
熱
心
な
講
義
・
指
導
に
よ

り
、
初
め
は
戸
惑
い
の
面
持
ち
だ
っ

た
受
講
生

も
最
終
日

に
は
自
信

に
満
ち
溢

れ
、
全
日

程
を
修
了

し
た
十
二

名
が
霊
断

師
に
認
定

さ
れ
た
。

　
四
月
二
十
三
日
か
ら
二
十
五
日
の

二
泊
三
日
で
、
愛
知
県
名
古
屋
市
・

妙
泉
寺
を
会
場
に
、
九
識
霊
断
法
解

説
講
師
養
成
講
習
会
の
開
講
式
並
び

に
講
習
会
が
開
催
さ
れ
た
。

　
こ
の
講
習
会
で
は
霊
断
布
教
に
邁

進
す
る
人
材
の
育
成
と
、
明
解
な
霊

断
法
解
説
を
行
な
え
る
講
師
を
育
成

す
る
た
め
に
行
わ
れ
、
本
部
の
厳
正

な
る
審
査
に
よ
り
十
名
の
霊
断
師
が

選
定
さ
れ
た
。

　
一
年
間
を
通
し
て
計
四
回
の
厳
し

い
講
習
会
の
開
催
が
予
定
さ
れ
て
お

り
、
今
後
の
霊
断
布
教
の
活
躍
が
期

待
さ
れ
て
い
る
。

を
告
げ
ま
し

た
。「
私
は
昨

夜
不
思
議
な

夢
を
見
ま
し

た
。
そ
の
夢

は
、
東
方
よ
り

高
貴
な
方
が

訪
れ
る
と
い

う
お
告
げ
な

の
で
す
。
そ
こ
で
今
朝
方
よ
り
海
を

見
て
お
り
ま
す
と
、
あ
な
た
様
が
船

で
立
ち
往
生
し
て
い
る
ご
様
子
。
お

告
げ
は
き
っ
と
こ
の
お
方
に
違
い
な

い
と
、
急
ぎ
お
助
け
に
参
っ
た
次
第

に
ご
ざ
い
ま
す
」。
大
聖
人
は
「
そ

れ
は
大
変
有
り
難
き
こ
と
。
ど
う
か

貴
殿
の
名
を
お
聞
か
せ
願
い
た
い
」

と
訪
ね
る
と
、
そ
の
男
は
「
公
卿
村

の
石
渡
左
衛
門
尉
と
申
し
ま
す
」
と

名
乗
り
ま
し
た
。

　
こ
の
者
の
出
来
は
き
っ
と
諸
天
の

ご
守
護
に
相
違
な
い
と
思
い
な
が

ら
、
ふ
と
改
め
て
左
衛
門
尉
の
姿
を

見
る
と
、
そ
の
足
下
は
傷
だ
ら
け
で

血
に
染
ま
っ
て
い
る
で
は
あ
り
ま
せ

ん
か
。こ
れ
は
何
事
か
と
訪
ね
れ
ば
、

「
こ
れ
は
今
し
方
浜
の
サ
ザ
エ
で
切

っ
た
も
の
で
す
。
ど
う
か
お
気
に
召

さ
れ
る
な
」
と
知
ら
さ
れ
ま
し
た
。

そ
れ
は
不
憫
と
思
い
、
大
聖
人
が
再

び
お
題
目
を
お
唱
え
す
る
と
、
不
思

議
な
こ
と
に
そ
れ
以
来
こ
の
浜
の
サ

ザ
エ
に
は
角
が
な
く
な
っ
て
し
ま
っ

た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
者
を
大
変
気
に
入
ら
れ
た
大

聖
人
は
、
雨
風
を
凌
ぐ
の
に
格
好
の

岩
屋
を
見
つ
け
ら
れ
る
と
、
そ
こ
に

一
月
あ
ま
り
滞
在
し
ま
し
た
。
そ
し

て
左
衛
門
尉
の
庇
護
を
受
け
な
が

ら
、
鎌
倉
布
教
の
成
就
を
祈
願
さ
れ

た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
後
に
こ
の

場
所
に
は
聖
人
垂
跡
の
聖
地
と
し
て

「
御
浦
法
華
堂
」
が
結
ば
れ
、
現
在

に
続
く
猿
海
山
龍
本
寺
の
礎
と
な
る

の
で
す
。

日蓮大聖人に感謝を捧げる聖徒の為の結集大会です

仲間に会いに行こう。

全国聖徒団結集身延大会第53回

10月20日（土）・21日（日）開催

　
石
渡
左
衛
門
尉
の
挺
身

霊
断
院
教
学
部
長

　

小
泉

　
輝
泰

　「
佛
の
滅
後
に
お
い
て
四
味
三
教
等
の

邪
執
を
捨
て
、
実
大
乗
の
法
華
経
に
帰

せ
ば
、
諸
天
善
神
な
ら
び
に
地
涌
千
界

等
の
菩
薩
、
法
華
の
行
者
を
守
護
せ
ん
。

こ
の
人
は
守
護
の
力
を
得
て
本
門
の
本

尊
・
妙
法
蓮
華
経
の
五
字
を
以
つ
て
閻

浮
提
に
広
宣
流
布
せ
し
め
ん
か
」

（
顕

け
ん
ぶ
つ佛

未み

来ら
い

記き

）

　
不
思
議
な
猿
に
導
か
れ
、
よ
う
や

く
目
指
す
半
島
を
目
前
に
し
た
一
行

で
す
が
、
逸
る
気
持
ち
と
は
裏
腹
に

船
は
一
向
に
先
へ
進
も
う
と
は
し
ま

せ
ん
。

　
そ
れ
も
そ
の
は
ず
、
猿
島
よ
り
陸

地
へ
至
る
一
体
は
延
々
と
浅
瀬
の
続

く
遠
浅
の
浜
で
、
船
を
漕
ぎ
入
れ
る

に
は
水
深
が
足
ら
ず
、
か
と
言
っ
て

歩
く
に
は
距
離
も
深
さ
も
あ
る
難
儀

な
場
所
で
し
た
。
ま
し
て
衣
を
ま
と

っ
た
坊
さ
ま
に
、
ず
ぶ
濡
れ
に
な
っ

て
海
の
中
を
歩
か
せ
る
わ
け
に
も
ゆ

か
ぬ
も
の
。
船
頭
も
ほ
と
ほ
と
困
り

果
て
て
い
た
と
こ
ろ
、
一
人
の
男
が

袴
の
裾
を
た
く
し
上
げ
、
海
の
中
を

こ
ち
ら
に
向
か
っ
て
来
た
の
で
す
。

「
見
る
に
難
儀
を
し
て
い
る
ご
様
子
。

ど
う
ぞ
私
の
背
に
お
つ
か
ま
り
下
さ

い
」。
そ
う
言
う
と
、
そ
の
男
は
大

聖
人
を
背
負
っ
て
陸
へ
歩
き
出
し
ま

し
た
。

　
無
事
に
陸
地
へ
と
送
り
届
け
ら
れ

た
大
聖
人
に
、
そ
の
男
は
こ
ん
な
話

第
八
十
回

日
蓮
大
聖
人
の
歩
ま
れ
た
道

土
用
に
つ
い
て
教
え
て
！

　

今
年
も
暑
い
季
節
が
や
っ
て
き
た

わ
ね
。

　

こ
ん
な
時
は
美
味
し
い
鰻
で
も
食

べ
て
し
っ
か
り
夏
バ
テ
予
防
し
た
い

わ
ね
。

　

鰻
と
言
え
ば
「
土
用
丑
の
日
」
が

定
着
し
て
い
る
け
れ
ど
、
そ
も
そ
も

土
用
っ
て
ど
ん
な
日
か
知
っ
て
る
？

　

土
用
と
い
え
ば
夏
の
イ
メ
ー
ジ
が

強
い
け
れ
ど
、
実
は
四
季
ご
と
に
あ

っ
て
、
年
四
回
も
あ
る
の
。

　

日
本
に
は
昔
、
中
国
か
ら
伝
わ
っ

て
き
た
、
こ
の
世
の
全
て
の
も
の
は

「
木
・
火
・
土
・
金
・
水
」
の
五
つ
の

要
素
か
ら
成
り
立
っ
て
い
る
。
と
い

う
「
五
行
」
と
い
う
考
え
方
が
あ
る
わ
。

　

そ
の
中
で
、
四
季
は
春
＝
木
、
夏

＝
火
、
秋
＝
金
、
冬
＝
水
、
土
は
そ

れ
ぞ
れ
の
季
節
の
変
わ
り
目
に
あ
た

る
日
と
考
え
ら
れ
て
い
る
の
。

　

だ
か
ら
、
暦
の
上
で
は
次
の
季
節

が
や
っ
て
く
る
前
（
立
春
・
立
夏
・

立
秋
・
立
冬
の
前
）
が
土
用
の
週
間

と
さ
れ
て
い
て
年
四
回
あ
る
っ
て
わ

け
。

　

土
用
は
十
八
日
間
続
く
け
れ
ど
、

こ
の
期
間
中
、
十
二
支
の
丑
の
日
が

や
っ
て
く
る
と
「
土
用
丑
の
日
」
と

呼
ば
れ
て
い
る
わ
。

　

夏
の
土
用
は
一
年
の
中
で
も
暑
さ

が
厳
し
い
時
期
（
今
年
は
七
月
二
十

Q AA
&&

Qよ
ろ
こ
び
ち
ゃ
ん
の

　
　
　
　
　
質
問
箱

日
～
八
月
六
日
）、
現
代
と
同
じ
よ
う

に
江
戸
時
代
で
も
暑
い
時
期
を
乗
り

切
る
為
に
、
精
の
付
く
食
べ
物
が
人

気
だ
っ
た
わ
。

　

そ
こ
で
、
や
っ
ぱ
り
夏
は
栄
養
価

の
高
い
鰻
！
っ
て
、
ち
ょ
っ
と
待
っ

て
！

　

実
は
鰻
の
旬
は
冬
な
の
！

　

な
ぜ
、
旬
で
も
な
い
鰻
が
夏
の
土

用
の
定
番
に
な
っ
た
か
と
言
う
と
、

当
時
の
鰻
屋
さ
ん
が
暑
く
て
な
か
な

か
売
れ
な
い
鰻
を
売
る
為
の
苦
肉
の

策
、
と
し
て
「
土
用
丑
の
日
、
鰻
の
日
」

っ
て
看
板
を
だ
し
た
ら
し
い
の
。
そ

し
た
ら
そ
れ
が
大
繁
盛
！
そ
れ
か
ら

「
夏
の
土
用
は
鰻
」

が
定
着
し
た
っ
て

わ
け
。（
諸
説
あ
り
）

　

あ
ぁ
、
私
も
美

味
し
い
鰻
食
べ
た

く
な
っ
て
き
ち
ゃ

っ
た
～

九
識
霊
断
法
解
説
講
師

　
養
成
講
習
会
を
開
催

講習会の模様

開講式を終えて、本堂で記念撮影

新
た
に
十
二
名
の
霊
断
師
が
誕
生
!!

身
延
山
で
霊
断
師
養
成
講
習
会
を
開
催

　
閉
講
式
で
は
、
受
講
生
を
代
表
し
加

藤
智
正
上
人
が
「
本
講
習
会
で
学
ん

だ
全
て
を
基
礎
と
し
、
檀
信
徒
、
未

信
徒
の
多
く
の
苦
悩
を
除
く
為
に
九

識
霊
断
法
を
駆
使
し
、
法
華
経
、
御

題
目
の
信
仰
に
導
く
」
こ
と
を
力
強

く
誓
っ
た
。
受
講
生
よ
り
「
素
晴
ら

し
い
講
義
を
聞
く
こ
と
が
で
き
感
動

し
ま
し
た
」「
勇
気
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
今
後
は
研
修
会
に
積
極
的
に
参

加
し
霊
断
法
の
研
鑽
を
し
て
い
き
ま

す
」
な
ど
の
感
想
が
聞
か
れ
た
。講習会終了後の記念撮影

大聖人の御廟所にて
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岩田先生
の

心も体も

生き生き
！

宮崎県  龍雲寺聖徒　薬師整骨院  岩田行敏院長

身 

延
山
下
町
紹
介 

河
内
屋
食
堂

　
本
抄
を
著
さ
れ
た
時
期
、
与
え

ら
れ
た
人
物
に
つ
い
て
の
詳
細
は

不
明
で
あ
る
。
内
容
か
ら
、
か
つ

て
念
佛
（
南
無
阿
弥
陀
佛
）
を
唱

え
て
い
た
か
、
未
だ
念
佛
＝
阿
弥

陀
佛
へ
の
信
仰
に
未
練
を
残
し
て

い
る
女
性
に
、
法
華
経
信
仰
の
基

本
を
教
え
ら
れ
た
書
で
あ
る
と
推

察
さ
れ
る
。

　
妙
法
蓮
華
経
（
法
華
経
）
こ
そ
、

一
切
経
（
全
て
の
お
経
）
の
中
で

最
も
優
れ
た
経
典
で
あ
り
、
悪
世

末
法
に
弘
め
る
べ
き
成
佛
の
法

は
、
南
無
妙
法
蓮
華
経
で
あ
る
こ

と
を
問
答
形
式
で
明
か
さ
れ
て
い

る
。

　
こ
の
一
節
は
「
法
華
経
を
説
き

聞
か
せ
て
も
信
じ
よ
う
と
し
な
い

人
は
、
か
え
っ
て
正
法
誹
謗
の
罪

で
悪
道
に
堕
ち
る
の
で
は
な
い

か
？
」
と
の
問
い
に
対
す
る
答
え

の
一
文
で
あ
る
。

　
日
蓮
大
聖
人
は
「
相
手
の
機
根

（
佛
様
の
教
え
を
受
け
入
れ
る
能

力
）
が
ど
う
で
あ
れ
、法
華
経
（
南

無
妙
法
蓮
華
経
）
以
外
に
成
佛
の

法
は
な
い
の
だ
か
ら
、『
強
い
て
』

説
き
聞
か
せ
る
べ
き
で
あ
る
」
と

教
え
ら
れ
て
い
る
。

　『
強
い
て
』
と
は
、
相
手
の
生

命
に
佛
性
が
あ
る
と
信
じ
て
、
臆

さ
ず
に
語
る
こ
と
で
あ
る
。
相
手

の
幸
福
を
祈
っ
て
勧
め
れ
ば
、
た

と
え
反
発
さ
れ
よ
う
と
も
、
そ
れ

が
成
佛
の
種
と
な
っ
て
、
必
ず
花

開
く
時
が
来
る
の
で
あ
る
。

　
こ
れ
だ
け
を
聞
け
ば
、『
強
い

て
』
と
「
無
理
矢
理
」
を
同
一
視

し
て
信
仰
の
強
制
に
繋
が
り
、
対

人
関
係
自
体
に
問
題
を
生
じ
か
ね

な
い
。新
宗
教
に
お
い
て
、「
折
伏
」

と
称
し
て
無
理
矢
理
に
信
仰
を
押

し
付
け
る
よ
う
な
こ
と
を
し
ば
し

ば
耳
に
す
る
が
、そ
う
で
は
な
い
。

　
自
分
が
法
華
経
の
信
仰
の
中
で

得
た
幸
福
は
、
自
分
自
身
の
信
仰

に
よ
る
賜
物
で
あ
る
と
い
う
独
善

的
な
思
い
込
み
で
は
な
く
、
今
あ

る
幸
福
は
佛
様
を
は
じ
め
、家
族
、

友
人
、
そ
し
て
自
分
を
取
り
巻
く

全
て
の
環
境
に
よ
る
賜
物
で
あ
る

と
い
う
「
感
謝
」
の
一
念
が
大
切

で
あ
る
。

　
そ
こ
で
、
そ
の
環
境
た
る
家
族

や
友
人
、
ま
た
身
近
な
人
が
悩
ん

で
い
れ
ば
、
九
識
霊
断
法
を
勧
め

て
ご
本
佛
様
の
お
導
き
を
頂
き
、

倶
生
神
月
守
の
着
帯
を
勧
め
て
倶

生
神
様
の
お
力
を
高
め
、
月
例
祈

願
会
に
共
に
参
っ
て
倶
生
神
様
に

感
謝
の
誠
を
奉
げ
、
さ
ら
に
ご
守

護
を
共
に
頂
く
こ
と
が
大
切
で

す
。
こ
の
「
共
に
」
幸
福
へ
の
道

を
歩
も
う
と
す
る
慈
悲
の
心
こ
そ

が
『
強
い
て
』
で
あ
り
、
日
蓮
大

聖
人
は
「
そ
う
す
れ
ば
必
ず
佛
に

な
る
な
り
」
と
本
抄
で
仰
せ
な
の

で
す
。

　

法
華
経
を
耳
に
ふ
れ
ぬ
れ
ば
是
を
種
と
し
て
必
ず

佛
に
な
る
な
り
。
さ
れ
ば
天
台
、
妙
楽
も
此
の
心
を

以
て
強
い
て
法
華
経
を
説
く
べ
し
と
は
釋
し
給
へ
り

『
法
華
初
心
成
佛
抄
』
建
治
三
年
（
一
二
七
七
）
宗
祖 

御
年 

五
十
六
歳

霊断院教学部主任
和歌山県龍光寺聖徒団団長
松 森 孝 雄

み
お
し
え

　

当
会
伝
統
の
第
34
回
沙
弥
校
・
第

20
回
僧
風
林
が
今
年
も
７
月
24
日
〜

27
日
３
泊
４
日
新
宿
感
通
寺
を
会
場

に
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

ど
う
か
皆
さ
ん
の
聖
徒
団
の
小
坊

主
さ
ん
を
是
非
、
我
々
に
お
預
け
く

だ
さ
い
。
優
し
く
楽
し
く
規
律
正
し

く
を
モ
ッ
ト
ー
に
お
釈
迦
様
・
日
蓮

大
聖
人
様
の
教
え
を
伝
え
、
お
経
を

一
一
文
々
で
指
導
し
ま
す
。
責
任
を

持
っ
て
お
預
か
り
を
致
し
ま
す
。

● 

沙
弥
校　

小
学
３
年
生
か
ら
中
学

３
年
生
ま
で
の
男
子
女
子

● 

僧
風
林　

高
校
１
年
生
以
上
の
本

宗
教
師
を
目
指
す
男
子

（
参
加
費
無
料
・
定
員
が
あ
り
ま
す

の
で
早
め
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い)

　

※
７
月
10
日
締
め
切
り

　
　

校
長　

吉
田　

憲
由

お
問
い
合
わ
せ

　

九
段
事
務
所

　

☎
（
03
）
６
２
７
２
―
９
３
４
０

　
三
門
よ
り
百
メ
ー
ト
ル

ほ
ど
下
っ
た
、
丼
物
・
蕎

麦
・
う
ど
ん
の
食
事
処
で

す
。

　
お
す
す
め
は
揚
げ
た
て

の
海
老
・
野
菜
の
天
ぷ
ら

に
秘
伝
の
タ
レ
を
か
け
た

天
丼
。

　
肉
厚
の
煮
た
椎
茸
と
山

菜
を
、
ふ
わ
ふ
わ
の
卵
で

と
じ
た
椎
茸
丼
。

　
と
ろ
と
ろ
の
身
延
湯
葉

が
入
っ
て
い
る
、
湯
葉
椎

茸
そ
ば
・
う
ど
ん
も
好
評

で
す
。

　
駐
車
場
も
完
備
し
て
お

り
ま
す
の
で
ご
利
用
下
さ

い
ま
せ
。

「お酢の」の魅力！
　　「お酢」がダイエットに効く理由！

　お酢には、酢酸によるエネルギー燃
焼、アミノ酸による脂肪分解など、ダ
イエットに役立つ効能がたくさん！
　特に、お酢に含まれる豊富なアミ
ノ酸が体内に入ると、脂肪燃焼酵素が活発にな

り、脂肪の蓄積を抑制してくれるので、健康維持やダイエットに

とっては、最高の食材となるのです。人間の体内は『弱アルカリ性』
に保たれている状態が健康なのですが、現代の食生活は、体を『酸
性にする傾向にある』と言われています。しかし、お酢を摂るこ
とで、体内はアルカリ性に近づき、結果、新陳代謝が正常になり、
血液もサラサラ、老廃物の溜まらない、理想的な痩せ体質になる
ことが期待できるのです。

その１：抗菌効果
　腸内の有害細菌を減らし、腸
内の働きが活発になることで、
便意がスムーズになるといった
効果が期待できるというわけで
す。
　便秘を解消すれば、肌アレや吹き出物も
改善されるので、女性には嬉しいですよね！
その２：口臭予防
　また、この抗菌効果が発揮されることで、
胃からくる口臭予防にも効果的と言われて

います。
　お口の中や消化器官の有害菌に対し、雑
菌の繁殖を抑えることで、口臭予防ができ
るのがその理由です。
その３：冷え性改善
　血流改善効果による冷え性の軽
減にも期待大！
　お酢には、ビタミンＣやビタミ
ンＥを効率的に摂取できるようサ
ポートする働きもあるので、ビタミンＣ＆
Ｅを含む食品を食べる際は、お酢と一緒に

摂るのがオススメです。
「お酢」を摂るタイミングは食前ｏｒ食後？
　お酢を摂るタイミングは『食事中か食後』
がベストです。空腹時は、胃壁が荒れる原
因にもなるので要注意！
　食中にお酢を摂れば、血糖値の
急上昇を抑制する働きがあるので、
ダイエットには効果的だし、食後
に摂れば胃液の分泌を促進し、食
べ物の消化を助けてくれます。
　お酢の魅力・・・覚えておきましょう(̂ O )̂／

　実は、お酢には、冷えや便秘解消など、女性に嬉しい美容効果もたくさんあるのです！

７月10日締切！

募集！！

夏
の
修
行

「
小
坊
主
さ
ん
」
の

　身延大会にはずっと参加しています。
　今年も元気に大聖人のところにお参りできたことが、と
ても嬉しいです。
　これからもできる限り参加させていただきます！

（
右
）
佐サ
ト
ウ藤

チ
エ
子
さ
ん

（
左
）
柴シ
バ
ノ野

順ジ
ュ
ン
コ子

さ
ん

相
川
か
よ
子

（
右
か
ら
２
番
目
）
　今回は家族みんなで来ました。お父さんは初めての参加
です。
　長年参加していますが、唱題行が早い時間になったり、
毎年大会が良くなっていますね。身延大会に参加させてい
ただくと、気持ちがすっきりします。孫も小さい頃から来
ていますが、小さい時からの発作が治ってきました！
　これからも来れる限り続けていきたいです。

聖
徒
団
身
延
大
会
に
参
加
し
ま
し
た

北
海
道 

妙
正
寺
聖
徒
団
（
関
正
龍
団
長
）
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老
若
男
女
を
問
わ
ず
、
働
く
人

の
多
く
は
「
職
場
で
の
人
間
関

係
」
に
悩
ん
で
い
ま
す
。
新
し
い

環
境
下
で
働
き
は
じ
め
る
こ
と
の

多
い
春
。
よ
り
よ
い
人
間
関
係
を

築
く
の
に
は
ど
の
よ
う
な
注
意
が

必
要
で
し
ょ
う
か
。

　
会
話
で
気
を
付
け
た
い
の
が
、

人
の
話
を
遮
っ
て
「
で
も
」
と

口
を
挟
ん
で
し
ま
う
パ
タ
ー
ン
で

す
。

　
「
で
も
、
そ
れ
は
現
実
的
に
は

無
理
で
す
ね
」

　
「
で
も
、
私
は
そ
う
は
思
い
ま

せ
ん
」

　
簡
単
に
「
で
も
」
を
使
っ
て
い

ま
せ
ん
か
？
　
言
わ
れ
る
方
は
、

否
定
さ
れ
て
い
る
感
じ
を
味
わ
い

ま
す
。
こ
の
人
と
話
し
て
い
て
も

嫌
な
気
持
ち
に
な
る
、
仕
事
が
し

に
く
い
と
思
わ
れ
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。

　
話
を
し
な
が
ら
「
そ
れ
は
違
う

ん
じ
ゃ
な
い
の
？
」
「
こ
う
し
た

ほ
う
が
い
い
の
に
」
と
い
う
思
い

が
わ
い
て
き
た
ら
、
そ
こ
を
ぐ
っ

と
こ
ら
え
て
、
ま
ず
は
受
け
止
め

て
み
ま
し
ょ
う
。
さ
ら
に
「
そ
う

だ
っ
た
ん
で
す
ね
」
な
ど
と
共
感

的
な
あ
い
づ
ち
を
打
て
れ
ば
な
お

良
い
で
す
ね
。
相
手
は
確
実
に
聴

い
て
も
ら
え
た
と
い
う
感
覚
を
持

ち
ま
す
。
こ
の
受
け
止
め
ら
れ
た

と
い
う
感
覚
は
信
頼
に
つ
な
が
り

ま
す
。
そ
の
う
え
で
、
何
か
意
見

が
あ
れ
ば
言
い
方
に
気
を
付
け
て

言
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。
ず
ば
り
、

「
で
も
」
を
使
わ
な
い
言
い
方
で

す
。

　
た
と
え
ば
何
か
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
が
不
首
尾
に
終
わ
り
、
誰
か
が

「
あ
ん
な
古
い
や
り
方
で
は
う
ま

く
い
か
な
く
て
当
然
で
す
よ
ね
」

と
こ
ぼ
し
た
と
し
ま
す
。
あ
な
た

は
「
古
い
や
り
方
」
が
原
因
で

は
な
い
と
感
じ
た
ら
、
「
古
い
や

り
方
だ
っ
た
か
ら
う
ま
く
い
か
な

か
っ
た
の
か
な
？
」
と
質
問
形
式

で
返
し
て
み
ま
し
ょ
う
。
「
で

も
、
新
し
い
や
り
方
だ
っ
た
ら
う

ま
く
い
っ
た
と
は
限
ら
な
い
」
と

返
す
よ
り
も
受
け
入
れ
ら
れ
や
す

く
、
相
手
が
考
え
直
す
き
っ
か
け

に
も
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
ぜ

ひ
試
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

〈
材
料
　
２
人
分
〉

　
食
パ
ン
（
８
枚
切
り
）
２
枚
、

人
参
１
／
３
本
、
Ａ
（
塩
少
々
、

レ
モ
ン
汁
小
さ
じ
１
）
、
サ
ラ
ダ

チ
キ
ン
又
は
ハ
ム
適
量
、
ア
ボ
カ

ド
１
／
２
個
、
パ
プ
リ
カ
（
赤
）

１
個
、
レ
タ
ス
２
〜
３
枚
、
マ
ヨ

ネ
ー
ズ
大
さ
じ
２
〜
３
。

〈
作
り
方
〉

　
①
人
参
と
パ
プ
リ
カ
は
千
切
り

に
す
る
。
ア
ボ
カ
ド
は
食
べ
や
す

い
厚
さ
に
切
る
。
レ
タ
ス
は
半
分

の
大
き
さ
に
ち
ぎ
る
。

　
②
人
参
は
耐
熱
皿
に
広
げ
、
水

大
さ
じ
１
を
ふ
り
か
け
て
ラ
ッ
プ

を
し
、
電
子
レ
ン
ジ
で
１
分
ほ
ど

加
熱
す
る
。
粗
熱
が
と
れ
た
ら
水

気
を
き
り
、
Ａ
で
和
え
る
。

　
③
サ
ラ
ダ
チ
キ
ン
は
食
べ
や
す

い
大
き
さ
に
さ
く
。

　
④
食
パ
ン
の
片
面
に
マ
ヨ
ネ
ー

ズ
を
ぬ
り
、
パ
プ
リ
カ
や
レ
タ
ス

は
、
し
っ
か
り
と
水
気
を
ふ
き
取

る
。
大
き
め
に
ラ
ッ
プ
を
切
り
、

真
ん
中
に
食
パ
ン
を
１
枚
置
き
、

レ
タ
ス
↓
人
参
↓
サ
ラ
ダ
チ
キ

ン
↓
パ
プ
リ
カ
↓
ア
ボ
カ
ド
↓
食

パ
ン
の
順
番
に
重
ね
て
い
く
。
食

パ
ン
を
押
さ
え
な
が
ら
ラ
ッ
プ
で

シ
ッ
カ
リ
と
包
み
、
新
し
い
ラ
ッ

プ
で
全
体
を
き
つ
め
に
包
む
。
最

後
に
ラ
ッ
プ
ご
と
包
丁
で
半
分
に

切
る
。

わんぱくサンドイッチ

心の相談室心の相談室

医師・山本晴義医師・山本晴義
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■ヨコのカギ

１　ᕮᠪ月ǽǢǷǶǨ

⿃　⍗ȓⳒݨǽញὗᙉ

⿆　ⲗ⮃Ǧǵóó⮃Ǥǩ

８　ǙǬȜǓǽ⣌ؔስ

��　⁖൯চ੿Ǜᗕ⭭ଏȡೈ

　　ᴗǦǮǽǾóóᆣͦ

��　গءƹóó⮥ൺᥴ

��　ɤȷȽʀǛ⣹ཆᑤȡǚ

　　ǠǮóóɦɋɉ

��　ዱǽóóƹ᤻Ǻóó

��　óóȍǼƹóó᮪෴

��　ⴾ・ⵄ・ⵂǽ᜹આǺӽ

　　通ǨȚіǾ⿎

��　ȁȗǲ੿ǽǢǷǶǨ

��　óóǲ੿ƹ೻Ǔóó‮

��　Τ⍪⩐ǷǚẈᲂ஠Ǿ⿎

��　ↃǽগǜǤȡ⒙ǨٸΡ

��　᭚ǲǵǓȚǷǜǽ⮰Ɱ

��　火̗ǹǸ╀Ǻ⮥ȍȚ͆

★答えは 15 ページ

【
問
題
】
Ａ
～
Ｆ
を
並
べ
て

で
き
る
言
葉
は
？

　
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

■
タ
テ
の
カ
ギ

１
　
サ
ッ
カ
ー
Ｗ
杯
の
開
催
国

２
　
水
晶
。
英
語
で
は
？

３
　
傘
の
出
番
が
多
い
季
節

４
　
幼
児
向
け
の
本

５
　
鍵
。
…
…
ホ
ル
ダ
ー

６
　
物
事
が
す
ら
す
ら
と
…
…

　
　
に
運
ぶ

９
　
人
や
馬
が
荷
物
を
運
ぶ
車

��
　
日
本
…
…
。
瀬
戸
内
…
…

��
　
金
品
が
盗
ま
れ
ま
し
た

��

　
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
を
日
本
語
で

　
　
言
う
と
？

��
　
ワ
ラ
ビ
や
ゼ
ン
マ
イ
な
ど

�8
　
家
の
境
目
に
作
り
ま
す

��
　
宴
会
終
了
。
お
…
…
で
す

��
　
シ
ナ
チ
ク
と
も
言
い
ま
す

��
　
真
珠
の
…
…
飾
り

��
　
小
さ
い
火
事

★ 

抽
選
で
毎
月
３
名
様
に
素
敵

な
景
品
を
お
送
り
し
ま
す
。

（
締
切
は
毎
月
20
日
消
印
有
効
）

①
郵
便
番
号　

②
住
所　

③
氏
名　

④
電
話
番
号

を
明
記
の
上
、
葉
書
に
て
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

【 

答
え
の
送
付
先 

】

〒
１
０
１
―

０
０
５
１

東
京
都
千
代
田
区
神
田
神
保
町

３
•

25
•

11

喜
助
九
段
ビ
ル
７
０
２

霊
断
師
会
九
段
事
務
所　

宛
て

⃄
先
月
号
の
答
え
は

　
　
　「
ド
ウ
ブ
ツ
エ
ン
」

五
月
号
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
当
選
者

①
島
根
県
出
雲
市
　
古
川
美
重
子
様

②
埼
玉
県
大
宮
区
　
和
知
節
子
様

③
愛
媛
県
西
条
市
　
佐
伯
弥
生
様

実
際
に
料
理
を
し
て
み
て
完
成
写
真
を
お
送
り
く
だ
さ
い
。（
九
段
事
務
所
ま
で
）

よろこびちゃんのクッキング

人
生
に
は
必
ず
活
路
が
あ
り
ま
す
。

日
々
の
生
活
に
お
け
る
悩
み
や
不
安

を
取
り
払
い
、
満
ち
足
り
た
生
活
の

手
助
け
と
な
る
べ
く
、「
九
識
霊
断

法
」
と
い
う
法
術
が
あ
り
ま
す
。

信
仰
し
て
い
る
お
寺
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。
※
完
全
予
約
制

ひ
と
り
で
悩
ま
ず
に

九く

識し
き

霊れ
い
だ
ん
ほ
う

断
法

毎
月
身
延
山
で
開
眼
・
祈
願
し

皆
様
の
聖
徒
団
に
届
き
ま
す

倶
生
神
月
守
は
、
宗
旨
（
家
の
宗
教
）
に
関
係
な
く

持
つ
こ
と
が
で
き
る
お
守
で
「
ぐ
し
ょ
う
じ
ん
つ
き

ま
も
り
」
と
読
み
ま
す
。

　

日
蓮
大
聖
人
様
は
「
乙
御
前
御
消
息
」
の
中
で
、

「
人
に
は
ຈ
ⅈ
ඵ
の
天
ג
の
ශ
ℽ
に
ഞ
い
て
࢓
。
ਫ਼
֐
֚
を

ば
൳
୆
天（
⅖
ℶ
し
⁄
ℶ
て
ん
）⅕
׊
Ⅲ
、
ඵ
を
ば
൳
ྴ
天（
⅖

ℶ
み
⁄
ℶ
て
ん
）⅕
૭
ⅇ
。
ऒ
ֲ
の
ࡈ
に
ഞ
い
て
人
を
守
護

ⅇ
ⅶ
ば
৐
な
き
者
を
ば
天
Ⅿ
ℴ
ⅰ
Ⅻ
つ（
ࢋ
ⅵ
）ম
な
し
。」

俱
生
神
（
ぐ
し
ょ
う
じ
ん
）
と
は
、
同
生
・
同
名

の
二
人
の
神
様
を
一
緒
に
言
い
ま
す
。

人
が
命
を
宿
し
た
時
に
す
で
に
守
護
を
始
め
て
い

る
と
お
釈
迦
様
は
仰
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。
お
釈
迦

様
と
日
蓮
大
聖
人
様
の
教
え
の
如
く
、
い
つ
も
そ

の
人
だ
け
を
守
っ
て
い
る
神
な
の
で
す
。

【
同
生
天
】
… 

あ
な
た
の
生
命
（
健
康
）
を
守
っ
て 

下
さ
る
神
さ
ま
。

【
同
名
天
】
… 

あ
な
た
の
生
活
（
経
済
）
を
守
っ
て 

下
さ
る
神
さ
ま
。

こ
の
二
神
の
守
護
を
し
っ
か
り
と
受
け
る
た
め
に

持
つ
の
が
「
俱
生
神
月
守
」
で
す
。

あ
な
た
の
俱
生
神
は
あ
な
た
だ
け
を
護
り
ま
す
。

だ
れ
も
が
持
つ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

安
心
・
安
全
・
幸
せ
の
た
め
に
、
皆
で
俱
生
神
月

守
を
持
ち
、
家
族
・
友
人
・
知
人
に
も
勧
め
ま
し

ょ
う
。

 

●  

家
族
み
ん
な
で
着
帯
し
ま
し
ょ
う
…
家
庭
円
満
に

安
心
し
て
過
ご
せ
ま
す
。

 

●  

知
人
の
悩
み
に
も
…
分
か
ち
合
う
こ
と
の
喜
び
を

味
わ
え
ま
す
。

 

●  

引
っ
越
し
や
旅
行
の
時
に
…
方
位
除
け
・
盗
難
除

け
と
し
て
。

 

●  

霊
断
を
受
け
た
ら
…
ま
ず
着
帯
し
て
下
さ
い
。
良

い
結
果
が
訪
れ
ま
す
。

※ 

お
寺
の
鬼
子
母
神
様
、
お
稲
荷
様
等
の
お
札
・
お

守
と
一
緒
に
持
た
れ
て
も
結
構
で
す
。

‱
大
୨
な
こ
⅕
′

○
お
題
目
を
信
じ
、唱
え
て
下
さ
い
。

○ 

い
つ
も
肌
身
離
さ
ず
、
俱
生
神
月
守
を
着
帯
し
て

下
さ
い
。

○ 

毎
月
、
月
初
め
に
新
し
い
月
守
と
必
ず
交
換
し
て

下
さ
い
。

倶
ぐ

生
しょう

神
じん

月
つき

守
まもり

倶生神月守をみんなで持ちましょう！
俱
生
神
月
守

名
古
屋
市
円
立
寺
聖
徒
団
　
　
　

（
近
藤
潮
賢
団
長
）

品
田
淳
一
さ
ん
　
七
十
四
歳

全
国
の
聖
徒
さ
ん
紹
介

　
「
お
参
り
す
る
こ
と
は
い
い
こ
と

で
す
」
と
話
し
て
く
だ
さ
る
品
田
さ

ん
は
、
円
立
寺
総
代
と
し
て
毎
月
の

盛
運
祈
願
会
に
欠
か
さ
ず
参
加
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

十
六
歳
か
ら
料
理
人
の
道
を
歩

み
、
五
十
年
以
上
た
っ
た
今
も
現
役

で
す
。
初
め
て
つ
い
た
師
匠
の
厳
し

く
も
優
し
い
指
導
が
現
在
の
礎
に
な

り
ま
し
た
。し
か
し
駆
け
出
し
当
時
、

料
理
の
世
界
は
大
変
厳
し
く
、
修
行

を
積
む
う
ち
に
自
身
の
性
格
も
厳
し

い
も
の
と
な
っ
て
い
き
ま
し
た
。

　

そ
ん
な
中
、
母
親
と
の
別
れ
が
あ

り
、
そ
れ
を
機
に
お
寺
へ
通
う
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
始
め
は
母
の
弔
い

の
た
め
の
参
詣
で
し
た
が
、あ
る
時
、

悩
み
事
の
相
談
を
九
識
霊
断
法
で
解

決
し
て
以
来
、
お
寺
へ
通
う
こ
と
は

自
身
の
生
き
る
道
を
見
つ
め
直
し
、

心
の
癒
し
を
感
じ
ら
れ
る
時
間
に
も

な
り
ま
し
た
。

　

そ
の
甲
斐
あ
っ
て
、
厳
し
か
っ
た

性
格
が
だ
ん
だ
ん
と
穏
や
か
に
な
り

ま
し
た
。
現
在
は
仕
事
に
加
え
、
趣

味
の
日
本
画
教
室
に
通
い
、
さ
ら
に

ご
首
題
帳
を
手
に
全
国
寺
院
を
参
拝

し
、
日
々
を
充
実
し
て
過
ご
し
て
い

ま
す
。

　

二
十
年
以
上
毎
年
通
う
身
延
大
会

は
、
一
年
の
中
の
大
き
な
楽
し
み
の

ひ
と
つ
だ
と
話
し
て
く
だ
さ
い
ま
し

た
。
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【
問
題
】
Ａ
～
Ｆ
を
並
べ
て

で
き
る
言
葉
は
？

　
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

■
タ
テ
の
カ
ギ

１
　
サ
ッ
カ
ー
Ｗ
杯
の
開
催
国

２
　
水
晶
。
英
語
で
は
？

３
　
傘
の
出
番
が
多
い
季
節

４
　
幼
児
向
け
の
本

５
　
鍵
。
…
…
ホ
ル
ダ
ー

６
　
物
事
が
す
ら
す
ら
と
…
…

　
　
に
運
ぶ

９
　
人
や
馬
が
荷
物
を
運
ぶ
車

��
　
日
本
…
…
。
瀬
戸
内
…
…

��
　
金
品
が
盗
ま
れ
ま
し
た

��

　
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
を
日
本
語
で

　
　
言
う
と
？

��
　
ワ
ラ
ビ
や
ゼ
ン
マ
イ
な
ど

�8
　
家
の
境
目
に
作
り
ま
す

��
　
宴
会
終
了
。
お
…
…
で
す

��
　
シ
ナ
チ
ク
と
も
言
い
ま
す

��
　
真
珠
の
…
…
飾
り

��
　
小
さ
い
火
事
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老
若
男
女
を
問
わ
ず
、
働
く
人

の
多
く
は
「
職
場
で
の
人
間
関

係
」
に
悩
ん
で
い
ま
す
。
新
し
い

環
境
下
で
働
き
は
じ
め
る
こ
と
の

多
い
春
。
よ
り
よ
い
人
間
関
係
を

築
く
の
に
は
ど
の
よ
う
な
注
意
が

必
要
で
し
ょ
う
か
。

　
会
話
で
気
を
付
け
た
い
の
が
、

人
の
話
を
遮
っ
て
「
で
も
」
と

口
を
挟
ん
で
し
ま
う
パ
タ
ー
ン
で

す
。

　
「
で
も
、
そ
れ
は
現
実
的
に
は

無
理
で
す
ね
」

　
「
で
も
、
私
は
そ
う
は
思
い
ま

せ
ん
」

　
簡
単
に
「
で
も
」
を
使
っ
て
い

ま
せ
ん
か
？
　
言
わ
れ
る
方
は
、

否
定
さ
れ
て
い
る
感
じ
を
味
わ
い

ま
す
。
こ
の
人
と
話
し
て
い
て
も

嫌
な
気
持
ち
に
な
る
、
仕
事
が
し

に
く
い
と
思
わ
れ
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。

　
話
を
し
な
が
ら
「
そ
れ
は
違
う

ん
じ
ゃ
な
い
の
？
」
「
こ
う
し
た

ほ
う
が
い
い
の
に
」
と
い
う
思
い

が
わ
い
て
き
た
ら
、
そ
こ
を
ぐ
っ

と
こ
ら
え
て
、
ま
ず
は
受
け
止
め

て
み
ま
し
ょ
う
。
さ
ら
に
「
そ
う

だ
っ
た
ん
で
す
ね
」
な
ど
と
共
感

的
な
あ
い
づ
ち
を
打
て
れ
ば
な
お

良
い
で
す
ね
。
相
手
は
確
実
に
聴

い
て
も
ら
え
た
と
い
う
感
覚
を
持

ち
ま
す
。
こ
の
受
け
止
め
ら
れ
た

と
い
う
感
覚
は
信
頼
に
つ
な
が
り

ま
す
。
そ
の
う
え
で
、
何
か
意
見

が
あ
れ
ば
言
い
方
に
気
を
付
け
て

言
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。
ず
ば
り
、

「
で
も
」
を
使
わ
な
い
言
い
方
で

す
。

　
た
と
え
ば
何
か
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
が
不
首
尾
に
終
わ
り
、
誰
か
が

「
あ
ん
な
古
い
や
り
方
で
は
う
ま

く
い
か
な
く
て
当
然
で
す
よ
ね
」

と
こ
ぼ
し
た
と
し
ま
す
。
あ
な
た

は
「
古
い
や
り
方
」
が
原
因
で

は
な
い
と
感
じ
た
ら
、
「
古
い
や

り
方
だ
っ
た
か
ら
う
ま
く
い
か
な

か
っ
た
の
か
な
？
」
と
質
問
形
式

で
返
し
て
み
ま
し
ょ
う
。
「
で

も
、
新
し
い
や
り
方
だ
っ
た
ら
う

ま
く
い
っ
た
と
は
限
ら
な
い
」
と

返
す
よ
り
も
受
け
入
れ
ら
れ
や
す

く
、
相
手
が
考
え
直
す
き
っ
か
け

に
も
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
ぜ

ひ
試
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

〈
材
料
　
２
人
分
〉

　
食
パ
ン
（
８
枚
切
り
）
２
枚
、

人
参
１
／
３
本
、
Ａ
（
塩
少
々
、

レ
モ
ン
汁
小
さ
じ
１
）
、
サ
ラ
ダ

チ
キ
ン
又
は
ハ
ム
適
量
、
ア
ボ
カ

ド
１
／
２
個
、
パ
プ
リ
カ
（
赤
）

１
個
、
レ
タ
ス
２
〜
３
枚
、
マ
ヨ

ネ
ー
ズ
大
さ
じ
２
〜
３
。

〈
作
り
方
〉

　
①
人
参
と
パ
プ
リ
カ
は
千
切
り

に
す
る
。
ア
ボ
カ
ド
は
食
べ
や
す

い
厚
さ
に
切
る
。
レ
タ
ス
は
半
分

の
大
き
さ
に
ち
ぎ
る
。

　
②
人
参
は
耐
熱
皿
に
広
げ
、
水

大
さ
じ
１
を
ふ
り
か
け
て
ラ
ッ
プ

を
し
、
電
子
レ
ン
ジ
で
１
分
ほ
ど

加
熱
す
る
。
粗
熱
が
と
れ
た
ら
水

気
を
き
り
、
Ａ
で
和
え
る
。

　
③
サ
ラ
ダ
チ
キ
ン
は
食
べ
や
す

い
大
き
さ
に
さ
く
。

　
④
食
パ
ン
の
片
面
に
マ
ヨ
ネ
ー

ズ
を
ぬ
り
、
パ
プ
リ
カ
や
レ
タ
ス

は
、
し
っ
か
り
と
水
気
を
ふ
き
取

る
。
大
き
め
に
ラ
ッ
プ
を
切
り
、

真
ん
中
に
食
パ
ン
を
１
枚
置
き
、

レ
タ
ス
↓
人
参
↓
サ
ラ
ダ
チ
キ

ン
↓
パ
プ
リ
カ
↓
ア
ボ
カ
ド
↓
食

パ
ン
の
順
番
に
重
ね
て
い
く
。
食

パ
ン
を
押
さ
え
な
が
ら
ラ
ッ
プ
で

シ
ッ
カ
リ
と
包
み
、
新
し
い
ラ
ッ

プ
で
全
体
を
き
つ
め
に
包
む
。
最

後
に
ラ
ッ
プ
ご
と
包
丁
で
半
分
に

切
る
。

わんぱくサンドイッチ

心の相談室心の相談室

医師・山本晴義医師・山本晴義

（63）
「反論」のコツ

答
Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ

脳トレ クロスワード
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で
す
。「
聞
」
と
い
う
の
は
、
人
が
唱
え

て
い
る
お
経
の
声
を
聞
く
こ
と
に
よ
っ

て
、
毛
穴
か
ら
お
経
が
入
り
、
心
身
共
に

清
浄
に
な
る
の
で
す
。「
触
」
と
い
う
の

は
「
ふ
れ
る
」
と
い
う
こ
と
。
お
経
に
触

れ
、
ま
た
色
々
な
人
と
の
出
会
い
の
中
で

「
法
」
に
触
れ
て
い
く
こ
と
。
そ
こ
に
幸

せ
を
感
じ
、
気
付
く
こ
と
に
よ
り
、
改
め

て
縁
に
よ
っ
て
生
か
さ
れ
て
い
る
悦
び
に

触
れ
る
こ
と
で
す
。「
知
」
と
い
う
の
は
、

知
る
こ
と
。
法
話
や
他
の
聖
徒
さ
ん
同
士

の
色
々
な
話
、「
よ
ろ
こ
び
」
を
手
に
取

っ
て
教
え
を
知
る
こ
と
。
こ
れ
に
よ
っ
て

一
人
で
は
な
い
、
正
し
い
信
仰
を
行
じ
て

い
る
こ
と
を
知
る
の
で
す
。

　
こ
こ
か
ら
、
ま
た
お
題
目
を
声
高
ら
か

に
お
唱
え
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
「
九
識
の

霊
境
を
ひ
ら
い
て
、
凡
仏
一
如
の
不
可
思

議
を
あ
ら
わ
す
」（
信
行
聖
典
）
の
如
く
、

自
分
自
身
が
仏
と
し
て
の
働
き
を
実
感

し
、社
会
に
家
庭
に
生
き
て
い
く
の
で
す
。

こ
こ
に
必
ず
倶
生
神
の
護
り
が
つ
い
て
く

る
の
で
す
。

よろこび法話
倶生神と盛運祈願会について

ほ
っ
と
絵
手
紙

本
誌
イ
ラ
ス
ト
　
小
川
け
ん
い
ち

（右）
荒
関
獅し
お
ん穏

く
ん
Ｈ
21
・
11
・
24

（中）
荒
関
嶺れ
い
じ志
く
ん
Ｈ
28
・
５
・
10

（左）
荒
関
俐り
お
ん穏

く
ん
Ｈ
23
・
５
・
９

福岡県糸島市の坂本貞夫さん（右）、
宮崎県の大橋厚子さん（左）の
絵手紙です。
ありがとうございました。

全国のよろこびちゃん vol.58 青
森
県
北
津
軽
郡
中
泊
町

　
　
　
　
妙
法
寺
聖
徒
団

　
昨
年
の
正
月
に
不
思
議
な
体
験
を
し
ま

し
た
。
夜
寝
て
い
る
と
金
縛
り
の
よ
う
に

体
が
動
か
な
く
な
り
、
非
常
に
寝
苦
し
く

な
り
ま
し
た
。
そ
れ
だ
け
で
は
な
く
、
心

臓
が
ド
キ
ド
キ
し
、
ど
う
し
た
ら
良
い
の

か
分
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
の
日
は
一

月
八
日
の
盛
運
祈
願
会
が
終
わ
っ
た
夜

で
、
普
段
な
ら
寝
つ
き
が
悪
い
と
い
う
事

は
一
切
な
く
、
そ
の
日
に
限
っ
て
の
出
来

事
で
し
た
。
苦
し
い
中
ふ
と
横
を
見
る
と

白
い
ボ
ヤ
ー
っ
と
し
た
も
の
が
浮
か
ん
で

い
ま
し
た
。
何
だ
ろ
う
と
思
っ
て
い
る

と
、
そ
の
白
い
モ
ヤ
は
消
え
て
い
き
ま
し

た
。
次
の
夜
に
も
同
じ
こ
と
が
起
こ
り
ま

し
た
。
何
が
あ
る
の
だ
ろ
う
と
思
い
な
が

ら
、
翌
朝
の
朝
勤
を
行
っ
て
い
る
と
、
当

山
の
お
稲
荷
さ
ん
の
扉
が
開
い
て
い
た
こ

と
に
気
付
き
ま
し
た
。
普
段
な
ら
夕
方
に

閉
め
て
お
く
の
で
す
が
、忘
れ
て
し
ま
い
、

寒
い
中
お
叱
り
の
た
め
に
現
れ
た
の
だ
ろ

う
と
感
じ
、
す
ぐ
に
、
揚
げ
・
酒
・
塩
・

水
・
米
を
お
供
え
し
法
味
言
上
を
行
い
ま

し
た
。

　
そ
の
日
の
夜
は
、
何
事
も
な
く
眠
り
に

つ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
不
思
議
に
怖

い
と
い
う
感
情
は
な
く
、
き
ち
ん
と
お
給

仕
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
改
め
て
教
え

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
神
様
の
中
に
は
道
場
神
と
呼
ば
れ
て
い

る
神
様
が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
道
場
神

と
は
、
寺
院
に
よ
っ
て
お
祀
り
さ
れ
て
い

て
、
大
古
久
様
・
鬼
子
母
神
・
摩
利
支
天
・

七
面
大
明
神
等
、様
々
な
神
様
が
い
ま
す
。

私
た
ち
が
お
寺
に
通
い
、
信
仰
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
ご
守
護
を
い
た
だ
く
の
で
す
。

道
場
に
通
い
ご
守
護
を
い
た
だ
く
事
が
出

来
る
の
で
道
場
神
と
言
い
ま
す
。

　
そ
れ
ら
の
神
様
に
は
役
割
が
あ
り
ま

す
。
仏
様
〔
本
仏
〕
の
教
え
を
伝
え
る
た

め
に
、
幸
福
、
縁
結
び
、
厄
除
け
、
土
地

を
守
る
等
、
そ
の
人
が
必
要
と
さ
れ
る
よ

う
に
姿
・
形
と
な
っ
て
顕
れ
て
い
る
の
で

す
。

　
私
た
ち
が
信
仰
し
て
い
る
の
は
、
倶
生

神
で
す
。
読
ん
で
名
の
如
く
、
倶
に
寄
り

添
い
生
き
て
い
る
神
様
で
す
。
い
わ
ゆ
る

自
分
専
属
の
神
様
で
あ
り
、
ボ
デ
イ
ガ
ー

ド
・
Ｓ
Ｐ
の
よ
う
な
存
在
で
す
。
そ
し
て

道
場
神
の
ご
守
護
は
倶
生
神
を
通
し
て
、

お
護
り
い
た
だ
け
る
の
で
す
。
そ
の
倶
生

神
の
力
の
源
と
な
る
の
が
、
日
々
の
南
無

妙
法
蓮
華
経
と
お
唱
え
す
る
信
行
に
あ
る

の
で
す
。

　
自
分
自
身
の
護
り
を
強
く
す
る
た
め
に

は
、
し
っ
か
り
月
守
り
を
着
帯
す
る
こ
と

と
、
お
唱
え
す
る
こ
と
、
さ
ら
に
は
毎
月

の
盛
運
祈
願
会
に
参
加
し
、
倶
に
生
き
て

い
る
仲
間
と
修
行
を
共
に
す
る
こ
と
が
大

切
で
す
。

　
一
人
の
力
と
い
う
の
は
限
界
が
あ
り
ま

す
。
大
き
な
岩
を
動
か
す
に
は
、
一
人
だ

け
で
は
な
く
大
勢
の
力
を
必
要
と
し
ま

す
。
ど
ん
な
に
大
き
な
岩
で
も
、
一
人
一

人
が
力
を
出
し
合
え
れ
ば
、
一
＋
一
が
二

で
は
な
く
、
十
に
も
百
に
も
な
っ
て
い
く

の
で
す
。
そ
こ
に
ご
利
益
が
生
じ
る
の
で

す
。
で
す
か
ら
、
勝
利
と
い
う
字
は
、
目

標
に
向
か
っ
て
祈
る
こ
と
に
よ
っ
て
勝
れ

た
ご
利
益
を
生
じ
る
と
い
う
意
味
が
あ
る

の
で
す
。

　
ま
た
開
経
偈
に
「
見
聞
触
知
・
皆
近
菩

提
」
と
あ
り
ま
す
。「
見
」
と
い
う
の
は

自
分
が
見
る
の
も
そ
う
で
す
が
、
仏
さ
ま

か
ら
自
分
を
見
て
も
ら
う
、
見
つ
め
な
お

す
こ
と
。
一
カ
月
の
自
分
が
ど
う
で
あ
っ

た
か
を
、
仏
様
と
一
緒
に
見
つ
め
る
こ
と

「
ほ
っ
と
絵
手
紙
」
を
募
集
い
た
し
ま
す
。

左
記
の
宛
先
ま
で
！

〒
１
０
１ -

０
０
５
１

　

東
京
都
千
代
田
区
神
田
神
保
町
３-

25-

11

　
　
　
　
　
　
　
　

喜
助
九
段
ビ
ル
７
０
２

　
　

日
蓮
宗
霊
断
師
会
連
合
会 

九
段
事
務
所

新
し
い
ア
イ
ド
ル
が
誕
生
し
ま
し

た
。
お
兄
ち
ゃ
ん
た
ち
が
面
倒
を

見
て
く
れ
る
の
で
、
お
母
さ
ん
も

大
助
か
り
で
す
。

　
඾
Ⴑ
ਕ
霊
断
঍
ٛ
௙
ྩ
部
֥

　
൐
ނ
സ 

ۜ
೒
঳
୉
ര
౬
౬
長

新
間
　
正
興
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